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このセクションを完了するには：
1) リーダーに質問の答えを言う。
2) それぞれのみことばを暗唱する。

なぜ神さまは聖
せい

書
しょ

をくださいましたか？
自分が罪

つみ

人
びと

だと私
わたし

たちが知るために、聖
せい

書
しょ

をくださいました。

伝
でん

道
どう

者
しゃ

の書
しょ

 7:20
この地

ち

上
じょう

に、正
ただ

しい人
ひと

は一
ひとり

人もい
ない。善

ぜん

を行
おこな

い、罪
つみ

に陥
おちい

ることの
ない人

ひと

は。

神さまはどんな方
かた

ですか？
神さまは永

えい

遠
えん

で、初
はじ

めであり、終
お

わりです。

黙
もく

示
し

録
ろく

 22:13
わたしはアルファであり、オメガであ
る。最

さい

初
しょ

であり、最
さい

後
ご

である。初
はじ

め
であり、終

お

わりである。 

イエスさまはどんな方
かた

ですか？
イエスさまは死

し

からよみがえりました。

マタイ 28:6
ここにはおられません。前

まえ

から言
い

っ
ておられたとおり、よみがえられた
のです。さあ、納

おさ

められていた場
ば

所
しょ

を見
み

なさい。

神さまは私にどう生きてほしいのでしょう？
私
わたし

がみことばを読んで、学ぶことです。

詩
し

篇
へん

 119:105
あなたのみことばは　
私の足

あし

のともしび
私の道

みち

の光
ひかり

です。

創
そう

世
せい

記
き

3:21を見
み

てください。
最
さい

初
しょ

に造
つく

られた男
おとこ

であり、夫
おっと

であり、父
ちち

親
おや

となった人
ひと

は誰
だれ

ですか？

創
そう

世
せい

記
き

3:20を見
み

てください。
最
さい

初
しょ

に造
つく

られた女
おんな

であり、妻
つま

であり、母
はは

親
おや

となった人
ひと

は誰
だれ

ですか？

創
そう

世
せい

記
き

4:1-2を見
み

てください。
アダムとエバの二

ふ た り

人の息
むす

子
こ

とは誰
だれ

です

か？（彼
かれ

らが最
さい

初
しょ

に生
う

まれた息
むす

子
こ

たち

だったかは、聖
せい

書
しょ

に書
か

かれていません。）

と

ブック1で聖
せい

書
しょ

の書
しょ

名
めい

を覚
おぼ

えました
ね。それをリーダーに言ってください。

このセクションを完了するには：
1) 「おもいだそう！」をする。
2) 復習で、聖書の書名を暗唱する。
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このセクションを完了するには：
1) 質問と答えを暗唱する。
2) 箴言 4:1を暗唱する。 
3) 復習のヨハネ14:6を暗唱する。
4) 家族の絵を描く。

神さまは家族についてどう言
い

っています
か？

神さまは家族についてどう言
い

っています
か？

私
わたし

は家族の大
たい

切
せつ

な一
いち

員
いん

です。

箴
しん

言
げん

4:1
子
こ

たちよ、父
ちち

の訓
くん

戒
かい

に聞
き

き従
したが

え。耳
みみ

を傾
かたむ

け、悟
さと

りを得
え

よ。

（ブック１、87ページ）

ヨハネ14:6
イエスは彼

かれ

に言
い

われた。「わたし
が道

みち

であり、真
しん

理
り

であり、いの
ちなのです。わたしを通

とお

してで
なければ、だれも父

ちち

のみもとに
行
い

くことはできません。」

Awanaで習
なら

った聖
せい

書
しょ

のことを一
ひと

つ、
リーダーに言

い

ってみよう。

このセクションを完了するには：
1) 質問と答えを暗唱する。
2) 詩篇 78:4を暗唱する。
3) 復習のヨハネ1:1を暗唱する。
4) 親から教えられたことを3つ書く。
5) のうみそチェックをする。

親
おや

は子
こ

どもに自分のことばで教
おし

えます。

詩
し

篇
へん

78:4
それを私たちは　息

むす

子
こ

たちに隠
かく

さず
後
のち

の時
じ

代
だい

に語
かた

り告
つ

げよう。
主
しゅ

の誉
ほま

れを
主
しゅ

が行
おこな

われた　力
ちから

ある奇
くす

しいみ
わざを。
（ブック1、29ページ

ヨハネ1:1
初
はじ

めにことばがあった。
ことばは神

かみ

とともにあった。こ
とばは神

かみ

であった。
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神さまは家族についてどう言
い

っています
か？

神さまは家族についてどう言
い

っています
か？

子
こ

どもは親
おや

に従
したが

うべきです。

このセクションを完了するには：
1) 質問と答えを暗唱する。
2) コロサイ3:20を暗唱する。
3) 復習のローマ6:23を暗唱する。
4) 暗号を解く。

コロサイ3:20
子
こ

どもたちよ、すべてのことに
ついて両

りょう

親
しん

に従
したが

いなさい。それ
は主

しゅ

に喜
よろこ

ばれることなのです。

（スタートゾーン、チェックポイント5）

ローマ 6:23 
罪
つみ

の報
ほう

酬
しゅう

は死
し

です。しかし神
かみ

の
賜
たま

物
もの

は、私たちの主
しゅ

キリスト・イ
エスにある永

えい

遠
えん

のいのちです。

親
おや

は子
こ

どもに自分の行
こう

動
どう

で教
おし

え
ます。

このセクションを完了するには：
1) 質問と答えを暗唱する。
2) エペソ6:4を暗唱する。
3) 復習のローマ3:23を暗唱する。
4) 習っていることを3つ書く。
5) クリスチャンとしての生き方を教えてくれる人に○
をつける。

エペソ6:4
父
ちち

たちよ。自
じ

分
ぶん

の子
こ

どもたちを
怒
おこ

らせてはいけません。むしろ、
主
しゅ

の教
きょう

育
いく

と訓
くん

戒
かい

によって育
そだ

て
なさい。

（スタートゾーン、チェックポイント3）

ローマ 3:23
すべての人

ひと

は罪
つみ

を犯
おか

して、神
かみ

の
栄
えい

光
こう

を受
う

けることができず、

教
きょう

会
かい

学
がっ

校
こう

の先
せん

生
せい

両
りょう

親
しん

お兄
にい

ちゃんやお姉
ねえ

ちゃん

おじいちゃんやおばあちゃん

Awanaのリーダー

牧
ぼく

師
し

これらすべての人
ひと
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この1週
しゅう

間
かん

、毎
まい

日
にち

お父
とう

さんやお母
かあ

さ
んの手

て

伝
つだ

いをしましょう。（もちろん、
このセクションが終

お

わっても手
て

伝
つだ

いを
続
つづ

けるべきですよ！）たとえばこんな
手
て

伝
つだ

いです。

お皿
さら

洗
あら

い
部
へ

屋
や

の掃
そう

除
じ

床
ゆか

ふき
ごみ捨

す

て
車
しゃ

庫
こ

のそうじ
草
くさ

むしり
夕
ゆう

食
しょく

の準
じゅん

備
び

このセクションを完了するには：
1) 「やってみよう！」をする。
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このセクションを完了するには：
1) 聖書探検を完了する。

神さまは家族についてどう言
い

っ
ていますか？

私
わたし

がルールを身
み

につけるこ
とを望

のぞ

んでいます。

ルールはなぜ大
たい

切
せつ

ですか？

このセクションを完了するには：
1) 質問と答えを暗唱する。 
2) 箴言 1:8-9を暗唱する。
3) お父さんお母さんが守っているルールを3つ書く。
4) のうみそチェックをする。

箴
しん

言
げん

 1:8-9
わが子

こ

よ、父
ちち

の訓
くん

戒
かい

に聞
き

き従
したが

え。
母
はは

の教
おし

えを捨
す

ててはならない。

それらは、あなたの頭
あたま

に戴
いただ

く
麗
うるわ

しい花
はな

の冠
かんむり

、
首
くび

にかける飾
かざり

りだから。
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神さまは家族についてどう言
い

っ
ていますか？

神さまは家族についてどう言
い

っ
ていますか？

私
わたし

が家族を助
たす

けること
を望
のぞ

んでいます。

このセクションを完了するには：
1) 質問と答えを暗唱する。
2) ガラテヤ5:13bを暗唱する。
3) 復習のコロサイ3:20を暗唱する。
4) 家族がどのように助け合い、あなたも家族をどの
ように助けたかを書く。

(17 ページ)

コロサイ3:20
子
こ

どもたちよ、すべてのことに
ついて両

りょう

親
しん

に従
したが

いなさい。それ
は主

しゅ

に喜
よろこ

ばれることなのです。

ガラテヤ 5:13b
愛
あい

をもって互
たが

いに仕
つか

え合
あ

いなさ
い。

私
わたし

が家族を顧
かえり

みることを望
のぞ

ん
でいます。

このセクションを完了するには：
1) 質問と答えを暗唱する。
2) ピリピ2:3-4を暗唱する。
3) パズルを解く
4) 「やってみよう！」をする。

ピリピ 2:3-4
何
なに

事
ごと

も利
り

己
こ

的
てき

な思
おも

いや虚
きょ

栄
えい

か
らするのではなく、へりくだって、
互
たが

いに人
ひと

を自
じ

分
ぶん

よりすぐれた者
もの

と思
おも

いなさい。

それぞれ、自
じ

分
ぶん

のことだけでな
く、ほかの人

ひと

のことも顧
かえり

みなさい。
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このセクションを完了するには：
1) 聖書探検をする。

永
えい

遠
えん

とはどういう意
い

味
み

ですか？

私
わたし

の永
えい

遠
えん

の家
いえ

は天
てん

にあります。

このセクションを完了するには：
1) 質問と答えを暗唱する。
2) ヨハネ14:2を暗唱する。
3) 復習の詩篇 78:4を暗唱する。
4) 「いってみよう！」をする。

ヨハネ 14:2
わたしの父

ちち

の家
いえ

には住
す

む所
ところ

がた
くさんあります。そうでなかった
ら、あなたがたのために場

ば

所
しょ

を
用
よう

意
い

しに行
い

く、と言
い

ったでしょ
うか。

(15ページ)

詩
し

篇
へん

78:4
それを私たちは　息

むす

子
こ

たちに隠
かく

さず　後
のち

の時
じ

代
だい

に語
かた

り告
つ

げよう。
主
しゅ

の誉
ほま

れを　主
しゅ

が行
おこな

われた　
力
ちから

ある奇
くす

しいみわざを。
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このセクションを完了するには：
1) 「やってみよう！」をする。

今
こん

週
しゅう

は5日に分
わ

けて、家族の誰
だれ

かと、いつも
より多

おお

く一
いっ

緒
しょ

に時
じ

間
かん

を過
す

ごしましょう。それは
特
とく

別
べつ

な時
じ

間
かん

でなければなりません。特
とく

別
べつ

な時
じ

間
かん

とは、普
ふ

段
だん

あまり一
いっ

緒
しょ

にしないことをする時
じ

間
かん

です。5回
かい

とも同
おな

じ人
ひと

でもいいし、違
ちが

う人
ひと

でも
いいです。

「特
とく

別
べつ

な時
じ

間
かん

にできること」の例
れい

を書
か

いておきま
しょう。

特
とく

別
べつ

な時
じ

間
かん

を一
いっ

緒
しょ

に過
す

ごした人
ひと

の名
な

前
まえ

と、し
たことを書

か

きましょう。
名前と日付： 
したこと: 
名前と日付： 
したこと: 
名前と日付： 
したこと: 
名前と日付： 
したこと: 
名前と日付： 
したこと: 
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紙
かみ

にあなたの家
いえ

の絵
え

を描
か

きましょう。その絵
え

の
まわりに、「神さまは家族についてどう言

い

ってい
ますか？」の質

しつ

問
もん

に対
たい

する次の答えを書
か

きましょ
う。

このセクションを完了するには：
1) 「おもいだそう！」をする。
2) 4 つのみことばをリーダーに暗唱する。

では、そのみことばを暗
あん

唱
しょう

しよう。
箴
しん

言
げん

4:1
子
こ

たちよ、父
ちち

の訓
くん

戒
かい

に聞
き

き従
したが

え。耳
みみ

を傾
かたむ

け、
悟
さと

りを得
え

よ。

コロサイ3:20
子
こ

どもたちよ、すべてのことについて両
りょう

親
しん

に
従
したが

いなさい。それは主
しゅ

に喜
よろこ

ばれることなの
です。

ピリピ 2:3-4
何
なに

事
ごと

も利
り

己
こ

的
てき

な思
おも

いや虚
きょ

栄
えい

からするのでは
なく、へりくだって、互

たが

いに人
ひと

を自
じ

分
ぶん

よりす
ぐれた者

もの

と思
おも

いなさい。

それぞれ、自
じ

分
ぶん

のことだけでなく、ほかの人
ひと

のことも顧
かえり

みなさい。

ヨハネ 14:2
わたしの父

ちち

の家
いえ

には住
す

む所
ところ

がたくさんありま
す。そうでなかったら、あなたがたのために
場
ば

所
しょ

を用
よう

意
い

しに行
い

く、と言
い

ったでしょうか。

なぜ教
きょう

会
かい

へ行
い

くのですか？

教
きょう

会
かい

は聖
せい

書
しょ

を学
まな

べるところだからです。

このセクションを完了するには：
1) 質問と答えを暗唱する。
2) Ⅱテモテ3:16-17を暗唱する。
3) 復習のガラテヤ5:13bを暗唱する。
4) 暗号を解く。

Ⅱ テモテ 3:16-17
聖
せい

書
しょ

はすべて神
かみ

の霊
れい

感
かん

によるも
ので、教

おし

えと戒
いまし

めと矯
きょう

正
せい

と義
ぎ

の訓
くん

練
れん

のために有
ゆう

益
えき

です。

神
かみ

の人
ひと

がすべての良
よ

い働
はたら

きにふ
さわしく、十

じゅう

分
ぶん

に整
ととの

えられた者
もの

となるためです。

（31ページ）

ガラテヤ 5:13b
愛
あい

をもって互
たが

いに仕
つか

え合
あ

いなさ
い。
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なぜ教
きょう

会
かい

へ行
い

くのですか？

教
きょう

会
かい

は神を賛
さん

美
び

し礼
れい

拝
はい

できるところだ
からです。

このセクションを完了するには：
1) 質問と答えを暗唱する。
2) 詩篇 95:6を暗唱する。
3) 復習の箴言 1:8-9を暗唱する。
4) 正しい答えに○をつける。

詩
し

篇
へん

95:6
来
き

たれ。ひれ伏
ふ

し　膝
ひざ

をかがめ
よう。

私たちを造
つく

られた方
かた

主
しゅ

の御
み

前
まえ

にひざまずこう。

(29ページ）

箴
しん

言
げん

 1:8-9
わが子

こ

よ、父
ちち

の訓
くん

戒
かい

に聞
き

き従
したが

え。
母
はは

の教
おし

えを捨
す

ててはならない。

それらは、あなたの頭
あたま

に戴
いただ

く
麗
うるわ

しい花
はな

の冠
かんむり

、
首
くび

にかける飾
かざり

りだから。

このセクションを完了するには：
1) 聖書探検をする。
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なぜ教
きょう

会
かい

へ行
い

くのですか？ なぜ教
きょう

会
かい

へ行
い

くのですか？

教
きょう

会
かい

でお互
たが

いに助
たす

け合
あ

う方
ほう

法
ほう

を2
つ言

い

いましょう。

教
きょう

会
かい

は他
ほか

の人
ひと

のために祈
いの

れるところ
だからです。

エペソ6:18
あらゆる祈

いの

りと願
ねが

いによって、
どんなときにも御

み

霊
たま

によって祈
いの

りなさい。そのために、目
め

を覚
さ

ましていて、すべての聖
せい

徒
と

のた
めに、忍

にん

耐
たい

の限
かぎ

りを尽
つ

くして祈
いの

りなさい。

(37ページ)

ヨハネ 14:2
わたしの父

ちち

の家
いえ

には住
す

む所
ところ

がた
くさんあります。そうでなかった
ら、あなたがたのために場

ば

所
しょ

を
用
よう

意
い

しに行
い

く、と言
い

ったでしょ
うか。

このセクションを完了するには：
1) 質問と答えを暗唱する。
2) エペソ6:18を暗唱する。
3) 復習のヨハネ14:2を暗唱する。
4) のうみそチェックをする。

教
きょう

会
かい

は互
たが

いに励
はげ

まし合
あ

えるところだか
らです。

チームとは何
なん

でしょう？あなたは今
いま

までに、どん
なチームに入

はい

っていましたか？

このセクションを完了するには：
1) 質問と答えを暗唱する。
2) Ⅰテサロニケ5:11を暗唱する。
3) 復習のピリピ2:3-4を暗唱する。
4) 「いってみよう！」をする。

Ⅰ テサロニケ5:11
ですからあなたがたは、現

げん

に
行
おこな

っているとおり、互
たが

いに励
はげ

ま
し合

あ

い、互
たが

いを高
たか

め合
あ

いなさい。

(33ページ)

ピリピ 2:3-4
何
なに

事
ごと

も利
り

己
こ

的
てき

な思
おも

いや虚
きょ

栄
えい

か
らするのではなく、へりくだって、
互
たが

いに人
ひと

を自
じ

分
ぶん

よりすぐれた者
もの

と思
おも

いなさい。

それぞれ、自
じ

分
ぶん

のことだけでな
く、ほかの人

ひと

のことも顧
かえり

みなさい。
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手
て

伝
つだ

うと言
い

えば、牧
ぼく

師
し

や教
きょう

会
かい

学
がっ

校
こう

の先
せん

生
せい

、またAwanaのリーダーも、
みんなあなたを手

て

伝
つだ

ってくれています
ね。今

こん

度
ど

はあなたが教
きょう

会
かい

で手
て

伝
つだ

う
番
ばん

です！
いくつか例

れい

を書
か

きました。まず、聞
き

い
てからやってみましょう。

• ものをくばる。
• イスをならべる。
• おつかいにいく。
• 掲
けい

示
じ

板
ばん

をかざる。
• ホワイトボードをきれいにする。

• 何
なん

でもする！

お手
て

伝
つだ

いをする前
まえ

に、まず神さまに、
神さまの役

やく

に立
た

てることを感
かん

謝
しゃ

しま
しょう。そして、どうしたらお手

て

伝
つだ

い
がちゃんとできるか、神さまに聞

き

いて
みましょう。

このセクションを完了するには：
1) 「やってみよう！」をする。
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クリスチャンの友
とも

だちを持
も

つことはどうして大
たい

切
せつ

なのでしょう。（今
きょう

日のみことばを見
み

て、考
かん

えよ
う。）

なぜ教
きょう

会
かい

へ行
い

くのですか？ なぜ教
きょう

会
かい

へ行
い

くのですか？

教
きょう

会
かい

はクリスチャンの友
とも

だちができる
ところだからです。

このセクションを完了するには：
1) 質問と答えを暗唱する。
2) ヘブル 10:24-25を暗唱する。
3) 「いってみよう！」をする。

ヘブル10:24-25 
また、愛

あい

と善
ぜん

行
こう

を促
うなが

すために、
互
たが

いに注
ちゅう

意
い

を払
はら

おうではあり
ませんか。

ある人
ひと

たちの習
しゅう

慣
かん

に倣
なら

って自
じ

分
ぶん

たちの集
あつ

まりをやめたりせず、
むしろ励

はげ

まし合
あ

いましょう。そ
の日

ひ

が近
ちか

づいていることが分
わ

かっているのですから、ますま
す励

はげ

もうではありませんか。

教
きょう

会
かい

は奉
ほう

仕
し

のできるところだからです。

このセクションを完了するには：
1) 質問と答えを暗唱する。
2) Ⅰテモテ4:12を暗唱する。
3) 復習のエペソ6:18を暗唱する。

Ⅰ テモテ4:12 
あなたは、年

とし

が若
わか

いからといっ
て、だれにも軽

かる

く見
み

られないよ
うにしなさい。むしろ、ことば、
態
たい

度
ど

、愛
あい

、信
しん

仰
こう

、純
じゅん

潔
けつ

におい
て信

しん

者
じゃ

の模
も

範
はん

となりなさい。
(53ページ)

エペソ6:18
あらゆる祈

いの

りと願
ねが

いによって、
どんなときにも御

み

霊
たま

によって祈
いの

りなさい。そのために、目
め

を覚
さ

ましていて、すべての聖
せい

徒
と

のた
めに、忍

にん

耐
たい

の限
かぎ

りを尽
つ

くして祈
いの

りなさい。
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このセクションは順
じゅん

番
ばん

を飛
と

ばして行
おこな

えます。み
んなでいっしょにやってかまいません。このブッ
クをやっていないクラバーにも、この「ありがとう」
のカード作

つく

りを手
て

伝
つだ

ってもらいましょう。

このセクションを完了するには：
「やってみよう！」をする。

このセクションを完了するには：
1) 聖書探検を完了する。
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なぜ教
きょう

会
かい

へ行
い

くのですか？ なぜ教
きょう

会
かい

へ行
い

くのですか？

教
きょう

会
かい

は捧
ささ

げることができるところだか
らです。

このセクションを完了するには：
1) 質問と答えを暗唱する。
2) Ⅱコリント9:7を暗唱する。
3) 復習のⅠテサロニケ5:11を暗唱する。

Ⅱ コリント9:7
一
ひとり

人ひとり、いやいやながらで
なく、強

し

いられてでもなく、心
こころ

で決
き

めたとおりにしなさい。神
かみ

は、喜
よろ

んで与
あた

える人
ひと

を愛
あい

してく
ださるのです。

(55ページ)

Ⅰ テサロニケ5:11
ですからあなたがたは、現

げん

に
行
おこな

っているとおり、互
たが

いに励
はげ

ま
し合

あ

い、互
たが

いを高
たか

め合
あ

いなさい。

教
きょう

会
かい

はキリストの死
し

とよみがえりを
特
とく

別
べつ

な方
ほう

法
ほう

で思
おも

い出
だ

すところだから
です。

このセクションを完了するには：
1) 質問と答えを暗唱する。
2) ルカ22:19-20を暗唱する。
3) 「いってみよう！」をする。

ルカ22:19-20
それからパンを取

と

り、感
かん

謝
しゃ

の祈
いの

りをささげた後
あと

これを裂
さ

き、弟
で

子
し

たちに与
あた

えて言
い

われた。「こ
れは、あなたがたのために与

あた

えられる、わたしのからだです。
わたしを覚

おぼ

えて、これを行
おこな

いな
さい。」

食
しょく

事
じ

の後
あと

、杯
さかずき

も同
おな

じようにし
て言

い

われた。「この杯
さかずき

は、あな
たがたのために流

なが

される、わた
しの血

ち

による、新
あたら

しい契
けい

約
やく

です。

イエスさまはなぜ十
じゅう

字
じ

架
か

で死
し

なれたのですか？

なぜ、イエスさまがよみがえったことを知
し

ること
が大
たい

切
せつ

ですか？
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このセクションを完了するには：
1)「やってみよう！」をする。
2) 復習のみことばを2つ暗唱する。

このうちの、少
すく

なくとも２つのみことばを、リー
ダーに言

い

いましょう。私
わたし

が選
えら

んだみことばは
と  。

エペソ6:18
あらゆる祈

いの

りと願
ねが

いによって、どんなと
きにも御

み

霊
たま

によって祈
いの

りなさい。そのた
めに、目

め

を覚
さ

ましていて、すべての聖
せい

徒
と

のために、忍
にん

耐
たい

の限
かぎ

りを尽
つ

くして祈
いの

りな
さい。

Ⅱ テモテ 3:16-17
聖
せい

書
しょ

はすべて神
かみ

の霊
れい

感
かん

によるもので、教
おし

えと戒
いまし

めと矯
きょう

正
せい

と義
ぎ

の訓
くん

練
れん

のために有
ゆう

益
えき

です。

神
かみ

の人
ひと

がすべての良
よ

い働
はたら

きにふさわしく、
十
じゅう

分
ぶん

に整
ととの

えられた者
もの

となるためです。

ヘブル 3:13
「今

きょう

日」と言
い

われている間
あいだ

、日
ひ

々
び

互
たが

いに
励
はげ

まし合
あ

って、だれも罪
つみ

に惑
まど

わされて頑
かたく

なにならないようにしなさい。

テトス 2:7a
また、あなた自

じ

身
しん

、良
よ

いわざの模
も

範
はん

とな
りなさい。
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このセクションを完了するには：
1) 復習のみことばを４つ暗唱する。 
2) 「おもいだそう！」をする。

「神さまは家族についてどう言
い

っていますか？」
の質
しつ

問
もん

に対
たい

する答えを書
か

きましょう。

親
おや

は子
こ

どもに自分の で教
おし

えます。
詩
し

篇
へん

親
おや

は子
こ

どもに自分の で教
おし

えます。
6:4

私
わたし

がルールを を望
のぞ

んで
います。
箴
しん

言
げん

 1:8-9

私
わたし

が を こ
とを望

のぞ

んでいます。
ガラテヤ 

空いているところを書き込んだら、みことばをリー
ダーに暗

あん

唱
しょう

しよう。

他
ほか

の人
ひと

を助
たす

けるにはどうすればよいです
か？

神が愛
あい

してくださったように、他
ほか

の人
ひと

を
愛
あい

します。

Ⅰ ヨハネ 4:10-11
私たちが神

かみ

を愛
あい

したのではなく、
神
かみ

が私たちを愛
あい

し、
私たちの罪

つみ

のために、宥
なだ

めのさ
さげ物

もの

としての御
み

子
こ

を遣
つか

わされ
ました。ここに愛

あい

があるのです。

愛
あい

する者
もの

たち。神
かみ

がこれほどま
でに私たちを愛

あい

してくださった
のなら、私たちもまた、互

たが

いに
愛
あい

し合
あ

うべきです。

(65ページ)

Ⅰ テモテ4:12 
あなたは、年

とし

が若
わか

いからといっ
て、だれにも軽

かる

く見
み

られないよ
うにしなさい。むしろ、ことば、
態
たい

度
ど

、愛
あい

、信
しん

仰
こう

、純
じゅん

潔
けつ

におい
て信

しん

者
じゃ

の模
も

範
はん

となりなさい。

このセクションを完了するには：
1) 質問と答えを暗唱する。
2) Ⅰヨハネ4:10-11を暗唱する。
3) 復習のⅠテモテ4:12を暗唱する。
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他
ほか

の人
ひと

を助
たす

けるにはどうすればよいです
か？

他
ほか

の人
ひと

の必
ひつ

要
よう

を自分のものより優
ゆう

先
せん

し
ます。

このセクションを完了するには：
1) 質問と答えを暗唱する。
2) ピリピ2:3を暗唱する。
3) 復習のヘブル 10:24-25を暗唱する。
4) のうみそチェックをする。
5) 自分より他の人のことを先に考えることができる3
つの方法を書く。

イエスさまが、自分のことより、まず
他
ほか

の人
ひと

のためにしたことを、２つ言
い

っ
てください。

ピリピ2:3
何
なに

事
ごと

も利
り

己
こ

的
てき

な思
おも

いや虚
きょ

栄
えい

か
らするのではなく、へりくだって、
互
たが

いに人
ひと

を自
じ

分
ぶん

よりすぐれた者
もの

と思
おも

いなさい。

(63ページ)

ヘブル10:24-25 
また、愛

あい

と善
ぜん

行
こう

を促
うなが

すために、
互
たが

いに注
ちゅう

意
い

を払
はら

おうではありま
せんか。

ある人
ひと

たちの習
しゅう

慣
かん

に倣
なら

って自
じ

分
ぶん

たちの集
あつ

まりをやめたりせず、
むしろ励

はげ

まし合
あ

いましょう。そ
の日

ひ

が近
ちか

づいていることが分
わ

かっているのですから、ますま
す励

はげ

もうではありませんか。

このセクションを完了するには：
1) 聖書探検を完了する。

ディスカバリー5:4 完了
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他
ほか

の人
ひと

を助
たす

けるにはどうすればよいです
か？

他
ほか

の人
ひと

を助
たす

けるにはどうすればよいです
か？

人
ひと

からどんなことを言
い

われた時
とき

、いやな気
き

持
も

ち
になりましたか？

人
ひと

からどんなことをしてもらって、うれしい気
き

持
も

ちになりましたか？

このセクションを完了するには：
1) 質問と答えを暗唱する。
2) 箴言 12:25b と ローマ15:2を暗唱する。 
3) 「いってみよう！」をする。

他
ほか

の人
ひと

を励
はげ

まします。

箴
しん

言
げん

12:25b 
親
しん

切
せつ

なことばは人
ひと

を喜
よろこ

ばせる。

ローマ15:2
私たちは一

ひとり

人ひとり、霊
れい

的
てき

な成
せい

長
ちょう

のため、益
えき

となることを図
はか

っ
て隣
となり

人
びと

を喜
よろこ

ばせるべきです。

このセクションを完了するには：
1) 質問と答えを暗唱する。
2) ヤコブ1:19を暗唱する。
3) 復習のⅠテモテ4:12を暗唱する。
4) 我慢している絵を描く。
5) のうみそチェックをする。

他
ほか

の人
ひと

のことで我
が

慢
まん

します。

「怒
いか

るのに遅
おそ

い」とはどういう意
い

味
み

で
すか？
神さまが、私

わたし

たちに対
たい

して我
が

慢
まん

して
いることを１つ言

い

いなさい｡

(65 ページ)

Ⅰ テモテ4:12 
あなたは、年

とし

が若
わか

いからといっ
て、だれにも軽

かる

く見
み

られないよ
うにしなさい。むしろ、ことば、
態
たい

度
ど

、愛
あい

、信
しん

仰
こう

、純
じゅん

潔
けつ

におい
て信

しん

者
じゃ

の模
も

範
はん

となりなさい。

ヤコブ1:19
私の愛

あい

する兄
きょう

弟
だい

たち、このこと
をわきまえていなさい。人

ひと

はだ
れでも、聞

き

くのに早
はや

く、語
かた

るの
に遅

おそ

く、怒
いか

るのに遅
おそ

くありなさい。
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次
つぎ

の２つのうち１つをして、誰
だれ

かを励
はげ

ましましょう。

1. 短
みじか

い励
はげ

ましの手
て

紙
がみ

を書
か

きましょう。みことば
も書

か

きます。その文
ぶん

章
しょう

を、今
こん

度
ど

は鏡
かがみ

文
も

字
じ

で書
か

きましょう。鏡
かがみ

に映
うつ

すとちゃんと読
よ

めるようにな
るはずです。できたら、それを誰

だれ

かにあげる前
まえ

にリーダーに見
み

せましょう。鏡
かがみ

文
も

字
じ

がどんなも
のか分からなかったら、横

よこ

の例
れい

に習
なら

いましょう。
鏡
かがみ

に映
うつ

して読
よ

んでみてください。

2. 暗
あん

号
ごう

を使
つか

った励
はげ

ましの手
て

紙
がみ

を家族や友
とも

だち
に書

か

きましょう。君
きみ

だけのあいうえお表
ひょう

を作
つく

り、
それを使

つか

って文
ぶん

章
しょう

を書
か

きます。その手
て

紙
がみ

を家
族や友

とも

だちにあげる前
まえ

にリーダーに見
み

せましょ
う。例

たと

えばこんな感
かん

じです：

ざいけづせな。けめひつのね、えひたなろり！
（げんきだして。きみのために、いのってるよ！）

このセクションを完了するには：
1) 「やってみよう！」をする。

あいうえおかきくけこさしすせそたちつてと
うえおかきくけこさしすせそたちつてとなに
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他
ほか

の人
ひと

を助
たす

けるにはどうすればよ
いですか？

他
ほか

の人
ひと

に良
よ

いことをします。

このセクションを完了するには：
1) 質問と答えを暗唱する。
2) ルカ6:31 とガラテヤ6:10を暗唱する。 
3) 98 ページの質問に答える。

ルカ 6:31
人
ひと

からしてもらいたいと望
のぞ

むと
おりに、人

ひと

にしなさい。

ガラテヤ6:10
ですから、私たちは機

き

会
かい

がある
うちに、すべての人

ひと

に、特
とく

に信
しん

仰
こう

の家
か

族
ぞく

に善
ぜん

を行
おこな

いましょう。

あなたには何
なに

か習
しゅう

慣
かん

がありますか？

このセクションを完了するには：
1) 聖書探検を完了する。
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他
ほか

の人
ひと

を助
たす

けるにはどうすればよいです
か？

他
ほか

の人
ひと

を助
たす

けるにはどうすればよいです
か？

遠
とお

くにいる人
ひと

にも福
ふく

音
いん

を伝
つた

えます。

このセクションを完了するには：
1) 質問と答えを暗唱する。
2) Ⅱコリント5:20を暗唱する。 
3) 復習のピリピ2:3を暗唱する。

Ⅱコリント5:20
こういうわけで、神

かみ

が私たちを
通
とお

して勧
すす

めておられるのですか
ら、私たちはキリストに代

か

わる
使
し

節
せつ

なのです。私たちはキリス
トに代

か

わって願
ねが

います。神
かみ

と和
わ

解
かい

させていただきなさい。

(85ページ)

ピリピ 2:3
何
なに

事
ごと

も利
り

己
こ

的
てき

な思
おも

いや虚
きょ

栄
えい

か
らするのではなく、へりくだって、
互
たが

いに人
ひと

を自
じ

分
ぶん

よりすぐれた者
もの

と思
おも

いなさい。

宣
せん

教
きょう

師
し

って何
なに

？

周
まわ

りの人
ひと

に対
たい

して宣
せん

教
きょう

師
し

にな
れます。

マルコ1:17
イエスは彼

かれ

らに言
い

われた。「わ
たしについて来

き

なさい。人
にん

間
げん

を
とる漁

りょう

師
し

にしてあげよう。」

(91ページ)

ヤコブ1:19
私の愛

あい

する兄
きょう

弟
だい

たち、このこと
をわきまえていなさい。人

ひと

はだ
れでも、聞

き

くのに早
はや

く、語
かた

るの
に遅

おそ

く、怒
いか

るのに遅
おそ

くありなさい。

このセクションを完了するには：
1) 質問と答えを暗唱する。      
2) マルコ1:17を暗唱する。 
3) 復習のヤコブ1:19を暗唱する。     
4) ○×問題をする。
5) のうみそチェックをする。
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他
ほか

の人
ひと

を助
たす

けるにはどうすればよいです
か？

友
とも

だちをAwanaに招
しょう

待
たい

することも、宣
せん

教
きょう

師
し

になる一
ひと

つの方
ほう

法
ほう

です。

このブックは順
じゅん

番
ばん

通
どお

りにすすんでいきますが、
このセクションだけはいつやってもかまいませ
ん。友

とも

だちを二
ふたり

人、Awanaに誘
さそ

ってきましょう。
（他
ほか

のクラブでも、教
きょう

会
かい

、集
しゅう

会
かい

でもいいよ。）

友
とも

だちの名
な

前
まえ

                来
き

た日

このセクションを完了するには：
1) 「やってみよう！」をする。

他
ほか

の人
ひと

のために祈
いの

ります。

このセクションを完了するには：
1) 質問と答えを暗唱する。
2) Ⅰテモテ2:1-3を暗唱する。 
3) 祈りたい5人の名前を書く。

Ⅰテモテ 2:1-3
そこで、私は何

なに

よりもまず勧
すす

め
ます。すべての人

ひと

のために、王
おう

たちと高
たか

い地
ち

位
い

にあるすべての
人
ひと

のために願
ねが

い、祈
いの

り、とりな
し、感

かん

謝
しゃ

をささげなさい。

それは、私たちがいつも敬
けい

虔
けん

で品
ひん

位
い

を保
たも

ち、平
へい

安
あん

で落
お

ち着
つ

いた生
せい

活
かつ

を送
おく

るためです。

そのような祈
いの

りは、私たちの救
すく

い主
ぬし

である神の御
み

前
まえ

において
良
よ

いことであり、喜
よろこ

ばれること
です。
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あなたの教
きょう

会
かい

がサポートする宣
せん

教
きょう

師
し

のことを
調
しら

べましょう。サポートとは、祈
いの

り、お金
かね

を送
おく

ることです。もし通
かよ

っている教
きょう

会
かい

がなかったら、
リーダーに相

そう

談
だん

しましょう。その宣
せん

教
きょう

師
し

が働
はたら

いている国
くに

のことをできるだけたくさん学
まな

びま
しょう。
• その国

くに

の地
ち

図
ず

を描
か

きましょう
• 有
ゆう

名
めい

な街
まち

や首
しゅ

都
と

の名
な

前
まえ

を書
か

きましょう
• その国

くに

で盛
さか

んな産
さん

業
ぎょう

を書
か

きましょう
• その国

くに

で、宣
せん

教
きょう

師
し

がどのように主
しゅ

に仕
つか

える
働
はたら

きをしているのか、短
みじか

くまとめて書
か

きましょ
う
終
お

わったらリーダーに見
み

せましょう。

このセクションを完了するには：
1) 「やってみよう！」をする。
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このセクションを完了するには：
1) 「おもいだそう！」をする。

神さまは家族についてどう言
い

っていますか？

私
わたし

の永
えい

遠
えん

の家
いえ

は天
てん

にあります。

ヨハネ 14:2
わたしの父

ちち

の家
いえ

には住
す

む所
ところ

がたくさ
んあります。そうでなかったら、あ
なたがたのために場

ば

所
しょ

を用
よう

意
い

しに
行
い

く、と言
い

ったでしょうか。

他
ほか

の人
ひと

を助
たす

けるにはどうすればよいですか？
他
ほか

の人
ひと

の必
ひつ

要
よう

を自分のものより優
ゆう

先
せん

します。

ピリピ2:3
何
なに

事
ごと

も利
り

己
こ

的
てき

な思
おも

いや虚
きょ

栄
えい

からす
るのではなく、へりくだって、互

たが

い
に人

ひと

を自
じ

分
ぶん

よりすぐれた者
もの

と思
おも

い
なさい。

なぜ教
きょう

会
かい

へ行
い

くのですか？
教
きょう

会
かい

は聖
せい

書
しょ

を学
まな

べるところだからです。

Ⅱ テモテ 3:16-17
聖
せい

書
しょ

はすべて神
かみ

の霊
れい

感
かん

によるもので、
教
おし

えと戒
いまし

めと矯
きょう

正
せい

と義
ぎ

の訓
くん

練
れん

のた
めに有

ゆう

益
えき

です。

神
かみ

の人
ひと

がすべての良
よ

い働
はたら

きにふさわ
しく、十

じゅう

分
ぶん

に整
ととの

えられた者
もの

となるた
めです。

サタンや御
み

使
つか

い、未
み

来
らい

について知
し

るべ
きことは何

なん

ですか？

サタンは神に罪
つみ

を犯
おか

した御
み

使
つか

いです。

このセクションを完了するには：
1) 質問と答えを暗唱する。
2) イザヤ書 14:13を暗唱する。 
3) 復習のルカ6:31を暗唱する。
4) みんなが悪魔をどんな存在だと思っているかを書
く。
5) のうみそチェックをする。

悪
あく

魔
ま

は神さまに対
たい

してどんな罪
つみ

を犯
おか

し
ましたか？

イザヤ書 14:13
おまえは心

こころ

の中
なか

で言
い

った。
『私は天

てん

に上
のぼ

ろう。
神の星

ほし

々
ぼし

のはるか上
うえ

に私の王
おう

座
ざ

を上
あ

げ、
北
きた

の果
は

てにある会
かい

合
ごう

の山
やま

で座
ざ

に着
つ

こう。
(99ページ)

ルカ 6:31
人
ひと

からしてもらいたいと望
のぞ

むと
おりに、人

ひと

にしなさい。
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サタンや御
み

使
つか

い、未
み

来
らい

について知
し

るべ
きことは何

なん

ですか？

イエスさまが再
ふたた

び来
こ

られたら、サタン
は永
えい

遠
えん

に罰
ばっ

せられます。

悪
あく

魔
ま

が永
えい

遠
えん

に裁
さば

かれるのはいつです
か？

このセクションを完了するには：
1) 質問と答えを暗唱する。
2) 黙示録 20:10を暗唱する。 
3) 復習のガラテヤ6:10を暗唱する。
4) 暗号を解く。
5) のうみそチェックをする。

黙
もく

示
し

録
ろく

20:10
彼
かれ

らを惑
まど

わした悪
あく

魔
ま

は火
ひ

と硫
い

黄
おう

の池
いけ

に投
な

げ込
こ

まれた。そこに
は獣
けもの

も偽
にせ

預
よ

言
げん

者
しゃ

もいる。彼
かれ

ら
は昼

ひる

も夜
よる

も、世
よ

々
よ

限
かぎ

りなく苦
くる

しみを受
う

ける。

(99ページ)

ガラテヤ 6:10
ですから、私たちは機

き

会
かい

がある
うちに、すべての人

ひと

に、特
とく

に信
しん

仰
こう

の家
か

族
ぞく

に善
ぜん

を行
おこな

いましょう。

このセクションを完了するには：
1) 聖書探検を完了する。
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誰
だれ

が天
てん

使
し

を造
つく

りましたか？

サタンや御
み

使
つか

い、未
み

来
らい

について知
し

るべ
きことは何

なん

ですか？
サタンや御

み

使
つか

い、未
み

来
らい

について知
し

るべ
きことは何

なん

ですか？

御
み

使
つか

いは神に造
つく

られ、天
てん

にいます。

このセクションを完了するには：
1) 質問と答えを暗唱する。
2) ネヘミヤ記 9:6を暗唱する。 
3) 復習のⅡコリント5:20を暗唱する。
4) のうみそチェックをする。

ネヘミヤ記
き

9:6
ただ、あなただけが主

しゅ

です。
あなたは天

てん

と、天
てん

の天
てん

と、その
万
ばん

象
しょう

を、
地
ち

とその上
うえ

のすべてのものを、
海
うみ

とその中
なか

にあるすべてのもの
を造

つく

られました。
あなたはそのすべてを生

い

かして
おられます。
天
てん

の万
ばん

象
しょう

はあなたを伏
ふ

し拝
おが

ん
でいます。

このセクションを完了するには：
1) 質問と答えを暗唱する。
2) 詩篇 103:20-21を暗唱する。 
3) 復習のⅠヨハネ4:10-11を暗唱する。

御
み

使
つか

いは神に仕
つか

えます。

詩
し

篇
へん

103:20-21
主
しゅ

をほめたたえよ　主
しゅ

の御
み

使
つか

いたちよ。みことばの声
こえ

に聞
き

き
従
したが

い　みことばを行
おこな

う　力
ちから

あ
る勇

ゆう

士
し

たちよ。主
しゅ

をほめたたえ
よ　主

しゅ

のすべての軍
ぐん

勢
ぜい

よ。主
しゅ

のみこころを行
おこな

い　主
しゅ

に仕
つか

える
者
もの

たちよ。

(83ページ)

Ⅰ ヨハネ 4:10-11
私たちが神

かみ

を愛
あい

したのではなく、
神
かみ

が私たちを愛
あい

し、
私たちの罪

つみ

のために、宥
なだ

めのさ
さげ物

もの

としての御
み

子
こ

を遣
つか

わされ
ました。ここに愛

あい

があるのです。

愛
あい

する者
もの

たち。神
かみ

がこれほどま
でに私たちを愛

あい

してくださった
のなら、私たちもまた、互

たが

いに
愛
あい

し合
あ

うべきです。

Ⅱコリント5:20
こういうわけで、神

かみ

が私たちを
通
とお

して勧
すす

めておられるのですか
ら、私たちはキリストに代

か

わる
使
し

節
せつ

なのです。私たちはキリス
トに代

か

わって願
ねが

います。神
かみ

と和
わ

解
かい

させていただきなさい。
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このセクションを完了するには：
1) 「やってみよう！」をする。

みことばを探
さが

し、その中
なか

で悪
あく

魔
ま

がどのように呼
よ

ばれているか書
か

きましょう。

マタイ4:3  こ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿

マタイ12:24 べ ＿ ＿ ＿ ＿

ヨハネ17:15 わ ＿ ＿ ＿ ＿

マタイ13:39 て ＿

ヨハネ8:44 ひ ＿ ＿ ＿ ＿

黙
もく

示
し

録
ろく

12:9　（２つ）
  お ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿

  ふ ＿ ＿ ＿ ＿

さぁ、○の中
なか

の文
も

字
じ

を並
なら

べ替
か

えて、最
さい

後
ご

の答
こた

えを見
み

つけよう｡

気をつけろ！悪
あく

魔
ま

はまるで
ほえたけ ＿　＿ し
（猛
もう

獣
じゅう

を思
おも

い出
だ

して！）

Ⅰテモテ2:1-3
そこで、私は何

なに

よりもまず勧
すす

め
ます。すべての人

ひと

のために、王
おう

たちと高
たか

い地
ち

位
い

にあるすべての
人
ひと

のために願
ねが

い、祈
いの

り、とりな
し、感

かん

謝
しゃ

をささげなさい。

それは、私たちがいつも敬
けい

虔
けん

で品
ひん

位
い

を保
たも

ち、平
へい

安
あん

で落
お

ち着
つ

いた生
せい

活
かつ

を送
おく

るためです。

そのような祈
いの

りは、私たちの救
すく

い主
ぬし

である神の御
み

前
まえ

において
良
よ

いことであり、喜
よろこ

ばれること
です。
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イエスさまがいつ戻
もど

ってこられてもよい
ようにしていなければなりません。

サタンや御
み

使
つか

い、未
み

来
らい

について知
し

るべ
きことは何

なん

ですか？
サタンや御

み

使
つか

い、未
み

来
らい

について知
し

るべ
きことは何

なん

ですか？

このセクションを完了するには：
1) 質問と答えを暗唱する。
2) Ⅰヨハネ2:28を暗唱する。 
3) 復習のマルコ1:17を暗唱する。
4) 文字を並べ替える。
5) 質問に答える。

(105 ページ)

マルコ1:17
イエスは彼

かれ

らに言
い

われた。「わた
しについて来

き

なさい。人
にん

間
げん

をと
る漁
りょう

師
し

にしてあげよう。」

Ⅰ ヨハネ2:28
さあ、子

こ

どもたち、キリスト
のうちにとどまりなさい。そう
すれば、キリストが現

あらわ

れるとき、
私たちは確

かく

信
しん

を持
も

つことができ、
来
らい

臨
りん

のときに御
み

前
まえ

で恥
は

じること
はありません。

紙
かみ

に空
くう

中
ちゅう

携
けい

挙
きょ

に関
かん

することを４つ書
か

きリーダーに見
み

せましょう。

イエスさまは空
くう

中
ちゅう

でクリスチャンと会
あ

い
ます。

(109 ページ)

Ⅰテモテ 2:1-3
そこで、私は何

なに

よりも…

Ⅰ テサロニケ4:16-17
すなわち、号

ごう

令
れい

と御
み

使
つか

いのかし
らの声

こえ

と神
かみ

のラッパの響
ひび

きとと
もに、主

しゅ

ご自
じ

身
しん

が天
てん

から下
くだ

っ
て来

こ

られます。そしてまず、キ
リストにある死

し

者
しゃ

がよみがえり、

それから、生
い

き残
のこ

っている私た
ちが、彼

かれ

らと一
いっ

緒
しょ

に雲
くも

に包
つつ

まれ
て引

ひ

き上
あ

げられ、空
くう

中
ちゅう

で主
しゅ

と
会
あ

うのです。こうして私たちは、
いつまでも主

しゅ

とともにいること
になります。

このセクションを完了するには：
1) 質問と答えを暗唱する。
2) Ⅰテサロニケ4:16-17を暗唱する。 
3)  復習のⅠテモテ2:1-3を暗唱する。
4) のうみそチェックをする。

28ページ参照
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地
ち

球
きゅう

には7年
ねん

間
かん

の患
かん

難
なん

があ
ります。

サタンや御
み

使
つか

い、未
み

来
らい

について知
し

るべ
きことは何

なん

ですか？

このセクションを完了するには：
1) 質問と答えを暗唱する。
2) エレミヤ書 30:7を暗唱する。 
3) 復習のイザヤ書 14:13を暗唱する。
4) のうみそチェックをする。

大
だい

患
かん

難
なん

の時
とき

に地
ち

上
じょう

の世
せ

界
かい

を支
し

配
はい

す
るのは誰

だれ

？
大
だい

患
かん

難
なん

はどれだけ続
つづ

きますか？
大
だい

患
かん

難
なん

はいつ始
はじ

まりますか？

エレミヤ書 30:7
わざわいだ。
実
じつ

にその日
ひ

は大
おお

いなる日
ひ

、比
くら

べようもない日
ひ

。
それはヤコブには苦

く

難
なん

の時
とき

。
だが、彼

かれ

はそこから救
すく

われる。

(119 ページ)

イザヤ書 14:13
おまえは心

こころ

の中
なか

で言
い

った。
『私は天

てん

に上
のぼ

ろう。
神の星

ほし

々
ぼし

のはるか上
うえ

に私の王
おう

座
ざ

を上
あ

げ、
北
きた

の果
は

てにある会
かい

合
ごう

の山
やま

で座
ざ

に着
つ

こう。

このセクションを完了するには：
聖書探検をする。
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サタンや御
み

使
つか

い、未
み

来
らい

について知
し

るべ
きことは何

なん

ですか？

黙
もく

示
し

録
ろく

20:1‐6を読
よ

みましょう。読
よ

み終
お

わっ
たら読

よ

んだ日
ひ

付
づけ

を書
か

きましょう。

______________________________
(日付 )

イエスさまは千
せん

年
ねん

間
かん

、世
よ

を治
おさ

めます。

このセクションを完了するには：
1) 質問と答えを暗唱する。
2) 黙示録 20:6を暗唱する。 
3) 復習の黙示録 20:10を暗唱する。
4) 「やってみよう！」をする。

(121 ページ)

黙
もく

示
し

録
ろく

20:10
彼
かれ

らを惑
まど

わした悪
あく

魔
ま

は火
ひ

と硫
い

黄
おう

の池
いけ

に投
な

げ込
こ

まれた。そこには
獣
けもの

も偽
にせ

預
よ

言
げん

者
しゃ

もいる。彼
かれ

らは
昼
ひる

も夜
よる

も、世
よ

々
よ

限
かぎ

りなく苦
くる

しみ
を受

う

ける。

黙
もく

示
し

録
ろく

20:6
この第

だい

一
いち

の復
ふっ

活
かつ

にあずかる者
もの

は幸
さいわ

いな者
もの

、聖
せい

なる者
もの

である。
この人

ひと

々
びと

に対
たい

して、第
だい

二
に

の死
し

は
何
なん

の力
ちから

も持
も

っていない。彼
かれ

らは
神
かみ

とキリストの祭
さい

司
し

となり、キ
リストとともに千

せん

年
ねん

の間
あいだ

、王
おう

と
して治

おさ

める。

あなたも友
とも

だちや家族に福
ふく

音
いん

を伝
つた

えられま
す。次

つぎ

の中
なか

から１つの話
はなし

を選
えら

んで読
よ

みましょ
う。全

すべ

て、イエスさまや弟
で

子
し

たちが、他
ほか

の人
ひと

に救
すく

いの良
よ

い知
し

らせを告
つ

げている話
はなし

です。選
えら

んだ話
はなし

をもとに立
りっ

体
たい

模
も

型
けい

を作
つく

りましょう。そ
れをリーダーに見

み

せながら、その話
はなし

をしましょ
う。
• イエスさまとニコデモ（ヨハネ3:1‐21）
• ピリポとエチオピアの宦

かん

官
がん

（使
し

徒
と

8:26‐39）
• パウロとシラスと牢

ろう

屋
や

の看
かん

守
しゅ

（使
し

徒
と

16:25‐
34）

この話
はなし

から、イエスさまの良
よ

い知
し

らせを他
ほか

の人
ひと

に伝
つた

えるとは、どういうことだと学
まな

びましたか？

_____________________________________

_____________________________________

_____________________________________

このセクションを完了するには：
「やってみよう！」をする。
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このセクションを完了するには：
1) 「おもいだそう！」をする。

神さまは家族についてどう言
い

っていますか？
子
こ

どもは親
おや

に従
したが

うべきです。

コロサイ3:20
子
こ

どもたちよ、すべてのことについ
て両
りょう

親
しん

に従
したが

いなさい。それは主
しゅ

に
喜
よろこ

ばれることなのです。

他
ほか

の人
ひと

を助
たす

けるにはどうすればよいですか？
他
ほか

の人
ひと

に良
よ

いことをします。

ガラテヤ6:10
ですから、私たちは機

き

会
かい

があるうち
に、すべての人

ひと

に、特
とく

に信
しん

仰
こう

の家
か

族
ぞく

に善
ぜん

を行
おこな

いましょう。

サタンや御
み

使
つか

い、未
み

来
らい

について知
し

るべきこと
は何
なん

ですか？
イエスさまは空

くう

中
ちゅう

でクリスチャンと会
あ

います。

Ⅰ テサロニケ4:16-17
すなわち、号

ごう

令
れい

と御
み

使
つか

いのかしらの
声
こえ

と神
かみ

のラッパの響
ひび

きとともに、主
しゅ

ご自
じ

身
しん

が天
てん

から下
くだ

って来
こ

られます。
そしてまず、キリストにある死

し

者
しゃ

がよ
みがえり、

それから、生
い

き残
のこ

っている私たちが、
彼
かれ

らと一
いっ

緒
しょ

に雲
くも

に包
つつ

まれて引
ひ

き上
あ

げ
られ、空

くう

中
ちゅう

で主
しゅ

と会
あ

うのです。こう
して私たちは、いつまでも主

しゅ

ととも
にいることになります。

なぜ教
きょう

会
かい

へ行
い

くのですか？
教
きょう

会
かい

は聖
せい

書
しょ

を学
まな

べるところだからです。

Ⅱ テモテ 3:16-17
聖
せい

書
しょ

はすべて神
かみ

の霊
れい

感
かん

によるもの
で、教

おし

えと戒
いまし

めと矯
きょう

正
せい

と義
ぎ

の訓
くん

練
れん

のために有
ゆう

益
えき

です。

神
かみ

の人
ひと

がすべての良
よ

い働
はたら

きにふさ
わしく、十

じゅう

分
ぶん

に整
ととの

えられた者
もの

となる
ためです。


